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■ 

睡 

眠 

素
問
・
五
藏
生
成
第
十 

人
臥
、
血
歸
於
肝
。 

人
、
臥
せ
ば
、
血
は
肝
に
歸
る
。 

人
が
寝
て
い
る
間
、
血
液
は
肝
藏
に
帰
っ
て
い
る
。 

 

・
素
問
の
「
五
藏
生
成
篇
」
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
古
代
に
於
け
る
観
察
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
正
鵠
を
得
た
観
察
に
驚
か
さ
れ
る
。 

人
が
寝
て
い
る
間
、
血
液
が
肝
臓
に
帰
っ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
、
人
間
の
睡
眠
各
期
は
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

① 

寝
付
き
が
悪
い
＝
肝
に
血
液
が
治
ま
ら
な
い
＝
肝
の
治
療
が
必
要
で
あ
る 

② 

睡
眠
中
め
ざ
め
る
＝
身
体
の
他
所
に
異
常
が
あ
る
た
め
に
睡
眠
が
中
断
さ
れ
る
＝
以
上
箇
所
の

治
療
が
必
要 

③ 

夜
間
を
通
し
て
眠
れ
な
い
＝
眠
る
力
の
不
足
＝
陰
を
補
う
治
療
が
必
要 

  

■ 

素
問
霊
枢
当
時
の
精
神
病
と
鍼
治
療 

靈
樞 

癲
狂
第
二
十
二 

●
喜
忘
苦
、
怒
善
恐
者
得
之
憂
饑
。
治
之
取
手
太
陰
陽
明
、
血
變
而
止
、
及
取
足
太
陰

陽
明
。 

喜
べ
ば
苦
を
忘
れ
、
怒
つ
て
善
ば
し
ば
恐
れ
る
者
は
、
之
を
饑
を
憂
う
に
得
る
。
之
を
治
す

に
、
手
の
太
陰
陽
明
を
取
り
、
血
、
變
ず
れ
ば
止
め
、
及
ん
で
取
足
の
太
陰
陽
明
を
取
る
。 

喜
ぶ
と
苦
し
み
を
忘
れ
、
怒
っ
た
あ
げ
く
し
ば
し
ば
恐
れ
る
者
は
、
飢
え
を
憂
う
る
あ
ま
り
そ
う
な
っ
た

の
で
あ
る
。
治
療
に
は
、
手
の
太
陰
經
と
陽
明
經
を
瀉
血
し
、
黒
い
血
の
色
が
赤
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
止
め
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る
。
そ
の
次
に
足
の
太
陰
經
、
陽
明
經
を
瀉
血
す
る
。 

・ 
飢
餓
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
、
怒
っ
た
り
、
恐
れ
た
り
と
い
う
躁
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る 

・ 
霊
枢
・九
鍼
論7

8

に
、
太
陰
は
多
気
少
血
で
あ
り
、
陽
明
は
多
気
多
血
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

 

●
狂
言
驚
、
善
笑
好
歌
樂
妄
行
不
休
者
、
得
之
大
恐
。
治
之
取
手
陽
明
太
陽
太
陰
。 

狂
ふ
と
は
驚
く
を
言
ひ
、
よ
く
笑
ひ
、
歌
樂
を
好
み
、
妄
ら
に
行(

め
ぐ)

り
て
、
休
ま
ざ
る

者
は
、
之
を
大
恐
に
得
る
。
之
を
治
す
に
、
手
の
陽
明
、
太
陽
、
太
陰
を
取
る
。 

狂
う
と
は
驚
き
の
劇
烈
な
も
の
の
こ
と
で
、
よ
く
笑
い
、
歌
楽
を
好
み
、
い
た
ず
ら
に
出
歩
い
て
、
休
む
こ

と
を
知
ら
な
い
者
は
、
恐
れ
す
ぎ
た
結
果
、
こ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
。
治
療
に
は
、
手
の
陽
明
、
太
陽
、
太

陰
の
各
經
を
瀉
血
す
る
。 

・ 

非
常
な
恐
れ
か
ら
、
躁
状
態
に
な
る
。 

 

●
狂
目
妄
見
、
耳
妄
聞
、
善
呼
者
、
少
氣
之
所
生
也
。
治
之
取
手
太
陽
太
陰
陽
明
、
足

太
陰
、
頭
両
顑
。 

狂
ひ
て
目
に
妄
り
に
見
、
耳
に
妄
り
に
聞
き
、
善
く
呼
ば
は
る
者
は
、
少
氣
の
生
ず
る
所

也
。
之
を
治
す
に
手
の
太
陽
、
太
陰
、
陽
明
、
足
の
太
陰
、
頭
の
両
顑(

カ
ン 
顎
の
左
右
両
側
、

え
ら)

を
取
る
。 

狂
っ
て
幻
視
・幻
聴
が
起
り
、
よ
く
大
声
で
呼
ば
わ
る
者
は
、
気
の
消
耗
の
な
す
る
病
で
あ
る
。
治
療
に
は

手
の
太
陽
、
太
陰
、
陽
明
、
足
の
太
陰
の
各
經
、
お
よ
び
頭
の
両
の
え
ら(

頬
車
穴)

よ
り
瀉
血
す
る
。 

・ 

少
気
し
て(

気
が
消
耗
し
て
）、
幻
視
、
幻
聴
が
起
こ
る
。 

 

●
狂
者
多
食
善
見
鬼
神
、
善
笑
而
不
發
干
外
者
得
之
有
所
大
喜
。
治
之
取
足
太
陰
太

陽
陽
明
、
後
取
太
陰
太
陽
陽
明
。 

狂
へば
多
食
し
、
善
ば
し
ば
鬼
神
を
見
る
。
善
く
笑
へど
も
外
に
發
す
ざ
る
者
は
、
之
を
大

ひ
に
喜
ぶ
所
を
有(

う)

る
に
得
た
り
。
之
を
治
す
に
、
足
の
太
陰
、
太
陽
、
陽
明
を
取
り
、

後
に
太
陰
、
太
陽
、
陽
明
を
取
る
。 
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狂
う
と
過
食
し
、
し
ば
し
ば
鬼
神
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
を
す
る
者
は
、
喜
び
す
ぎ
た
結
果

で
あ
る
。
治
療
に
は
、
足
の
太
陰
、
太
陽
、
陽
明
か
ら
瀉
血
し
、
そ
の
後
、
手
の
太
陰
、
太
陽
、
陽
明
よ
り

瀉
血
す
る
。 

・ 

喜
び
す
ぎ
る
と
、
過
食
、
幻
視
が
あ
り
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

い
ず
れ
も
、
現
代
に
較
べ
て
症
状
の
出
方
が
激
烈
で
あ
る
。
こ
れ
が
書
か
れ
た
古
代
中
国
の
春
秋
戦

国
時
代
は
、
中
国
各
地
方
に
都
市
国
家
が
群
生
し
、
そ
の
狭
い
街(

＝
国
家)

の
中
で
民
が
ひ
し
め
き

合
い
、
始
終
、
紛
争
・
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。 

 

■ 

感
情
の
乱
れ
と
動
悸
・心
痛 

靈
樞
・五
邪
第
二
十 

●
邪
在
心
則
病
心
痛
、
喜
悲
、
時
眩
仆
。
視
有
餘
不
足
而
調
之
其
輸
也
。 

邪
、
心
に
在
れ
ば
、
則
ち
心
痛
を
病
む
。
喜
悲
し
、
時
に
眩
仆
す
。
有
餘
不
足
を
視
、
こ
れ

を
そ
の
輸(

井
榮
輸
經
合
穴
※)

に
調
ふ
な
り
。 

邪
気
が
心
藏
に
あ
る
場
合
、
心
藏
に
痛
み
を
覚
え
る
。
喜
び
悲
し
み
、
時
に
目
が
眩
ん
で
倒
れ
る
。
気
の

有
余
不
足
を
診
て
、
そ
の
井
榮
輸
經
合
穴
よ
り
補
寫
し
て
調
え
る
。 

  

※
霊
・邪
気
藏
府
病
形
第
四
・11

節 

黃
帝
曰
く
、
榮
輸(

井
栄
輸
經
合
の
五
行
穴)

は
合(

下
合
穴)

と
與 と

も

に
、
各
々
名
、
有

る
か
。 

岐
伯
答
へ
て
曰
く
、
榮
輸(

井
栄
輸
經
合
の
五
行
穴)

は
外
經
を
治
し
、
合(

下
合
穴)

は
内
府
を
治
す
な
り
。 

●
霊
枢
・
官
鍼
第
七 

一
を
輸
刺
と
曰
ひ
、
諸
經
榮
の
輸(

井
栄
輸
經
合
の
五
行
穴)

、
藏
輸(

背
部
兪
穴)

を

刺
す
也
。 
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張
介
賓
「
諸
經
榮
の
輸
と
は
、
凡
そ
井
榮
經
合
の
類
、
皆
な
腧
な
り
。
藏
腧
と
は
、

背
間
の
藏
府
の
腧
な
り
」 

●
素
問
・
痺
論
第
四
十
三 

五
藏
有
兪
、
六
府
有
合
、
循
脈
之
分
、
各
有
所
發
。 

五
藏
に
兪(

背
部
兪
穴)
、
有
り
、
六
府
に
合(

下
合
穴)

、
有
り
、
脈
の
分
を
循
り
て
、

各
々
發
す
る
所
、
有
り
。 

●
素
問
・
痿
論
第
四
十
四 

各
補
其
榮
而
通
其
兪
、
調
其
虚
實
、
和
其
逆
順
。 

各
々
其
の
榮(

井
栄
輸
經
合
の
五
行
穴)

を
補
ひ
、
其
の
兪(

背
部
兪
穴)

を
通
じ
て
、

其
の
虚
實
を
調
へ
、
其
の
逆
順
を
和
す
。 

 

「
霊
枢
・
九
鍼
十
二
原
」
で
、
手
足
の
四
大
関
節
に
十
二
原
穴
を
認
め
、
そ
れ
を
以

て
気
を
補
寫
す
る
治
療
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
「
邪
氣
藏
府
病
形
」
「
官
鍼
」
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
前
腕
と
下
腿
に
五
行
穴
を
認
め
る
ま
で
に
経
穴
論
が
進
み
、
気
を
補
寫

す
る
治
療
も
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
下
肢
に
府
を
治
療
す
る
合
穴
、
背
部
に
藏
を

治
療
す
る
兪
穴
を
も
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

素
問
の
中
程
に
あ
る(

と
い
っ
て
も
、
こ
こ
に
配
置
し
た
の
は
王
冰
だ
が)

「
痺
論
第
四

十
三
」「
痿
論
第
四
十
四
」
で
は
、
右
の
霊
枢
の
經
穴
論
に
そ
っ
た
治
療
法
が
説
か
れ

て
い
る
。 
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ま
た
、
こ
こ
に
は
互
文
見
義
の
修
辞
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
各
補
其
榮
而
通
其

兪
、
調
其
虚
實
、
和
其
逆
順
」
の
中
の
「
補
」
は
「
其
榮
」
に
掛
る
と
同
時
に
「
其

兪
」
に
も
掛
る
。「
通
」
は
「
其
兪
」
に
掛
る
と
同
時
に
「
其
榮
」
に
も
掛
る
の
で
あ

る
。
同
様
に
「
調
」
は
「
虚
實
」
も
「
逆
順
」
も
調
え
る
の
で
あ
り
、「
和
」
は
「
逆

順
」
も
「
虚
實
」
も
和
す
る
こ
と
を
表
す
修
辞
と
な
っ
て
い
る
。 

 

靈
樞
・口
問
第
二
十
八 

●
黄
帝
曰
人
之
太
息
者
何
氣
使
然
。
膈
伯
曰
憂
思
則
心
系
急
、
心
系
急
則
氣
道
約
、
約

則
不
利
、
故
太
息
以
伸
出
之
。
補
手
少
陰
心
主
、
足
少
陽
、
留
之
也
。 

 

黄
帝
曰
く
人
の
太
息
す
る
は
、
何
の
氣
か
然
ら
し
む
。
膈
伯
曰
く
憂
思
す
れ
ば
則
ち
心
系
、

急
す
、
心
系
、
急
す
れ
ば
則
ち
氣
道
、
約
す
、
約
す
れ
ば
則
ち
利
す
ざ
る
な
り
。
故
に
太

息
し
て
、
以
て
こ
れ
を
伸
出
す
。
手
の
少
陰
心
主
、
足
少
陽
を
補
ひ
、
留
む
る(

鍼
を
留
め

て
お
く)

な
り
。 

黄
帝
が
言
う
に
は
、
人
が
大
き
く
た
め
息
を
つ
く
の
は
、
何
の
気
が
原
因
な
の
か
、
と
。
膈
伯
が
答
え
て
言

う
に
は
、
憂
れ
え
て
思
い
が
募
れ
ば
、
心
藏
の
周
り
が
引
き
攣
れ
ま
す
が
、
そ
う
な
る
と
気
道
が
絞
扼
す

ら
れ
、
通
じ
な
く
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
大
き
く
息
を
吐
い
て
、
伸
す
の
で
す
。
手
の
少
陰
心
包
、
足
の
少
陽

を
補
う
た
め
、
鍼
を
留
め
て
お
き
ま
す
。 

  

■ 

道
徳
と
皮
肉 

・
・
・
戦
国
時
代
の
都
市
国
家
が
群
れ
集
ま
り
、
常
に
摩
擦
を
起
し
合
っ
て
い
る
の
で
、

世
相
が
不
安
定
で
、
常
に
騒
然
と
し
て
い
る
。
ま
た
国
＝
都
市
が
狭
い
の
で
、
人
の
間
も
狭
く
、
非
道

徳
的
な
世
間
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
こ
の
た
め
道
徳
が
強
く
標
榜
さ
れ
る
。
そ
の
半
面
、
皮
肉
が
盛
ん

に
人
口
に
膾
炙
し
た
。
こ
の
よ
う
な
皮
肉
な
目
を
以
て
現
代
を
眺
め
る
と
、
現
代
文
明
の
病
理
が
す

で
に
映
し
出
さ
れ
て
お
り
、
空
恐
ろ
し
さ
を
覚
え
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。 
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千
人
の
指
さ
す
と
こ
ろ
、
病
な
く
し
て
死
す 

〔漢
書
〕 Sosial N

etw
orking S

ervice

禍 

衆
口
金
を
鑠 と

か
す 

〔国
語
・周
語
下
〕 SN

S

禍 

春
秋
に
義
戦
な
し 

〔孟
子
・人
心
下
〕 

寝 ゐ

ぬ
る
に
尸 し

す
ず 

〔論
語
・郷
党
〕 

父
母
在 ゐ

ま
す
ば
、
遠
く
遊
ば
ず
。
父
母
の
年
は
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
〔論
語
・理
仁
〕 

人
の
患 う

れ

ひ
は
、
好
ん
で
人
の
師
と
な
る
に
あ
り
。 

〔孟
子
・離
婁
上
〕 

機
械
有
れ
ば
、
必
ず
機
事
有
り
、
機
事
有
れ
ば
、
必
ず
機
心
有
り 

〔
荘
子
・
天
地
〕 

強
ひ
て
仁
義
縄
墨
の
言
を
も
つ
て
暴
人
の
前
に
述
ぶ
る
は
、
こ
れ
人
の
惡
を
も
っ
て
そ
の
美
を 

有 う

る
な
り
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
荘
子
・
人
間
世
〕 

 

一
面
の
唾
は
、
三
面
の
涎
な
り
。  

 
 

 

齊
藤
緑
雨(1

868
～1904) 

 

身
体
髪
膚
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
な
り
。
身
を
立
て
、 

名
を
後
世
に
揚
げ
、
以
て
父
母
を
顕
は
す
は
孝
の
終
り
な
り
。
そ
れ
孝
は
親
に
事
ふ
る
に
始 

ま
り
、
君
に
事
ふ
る
に
中 な

か

し
、
身
を
立
つ
る
に
終
る
。  

 
 
 

〔
孝
経
〕 

 

衛
の
羅 い

公
、
鶴
を
好
み
、
鶴
も
乘
軒
を
有
す
れ
ば
、
將
に
戦
は
ん
と
す
る
と
き
、
國
人
、
甲
を
受 

く
る
者
は
皆
曰
く
、
鶴
に
せ
使
め
ん
と
。
鶴
や
實
に
禄
位
あ
る
に
、
余

焉
い
づ
く
ん

ぞ
能
く
戦
は
ん
。 

〔
春
秋
左
氏
傳
・
閔
公
二
年
〕 


